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morethanthatofthetenthgeneration.This

I)I)T-resistantstrainrevealed themosthigh

resisbnceamongmanystrainsnotonlytop,〆-

1JDT hutalsotoγ-BIIC.

ltJ'Sthepurposeof thepresentpaperto

TCPort the results oL genetical amlysisof

rcsistancctoγ-BIiCandoffurthもrinvestigations

LotI),〟 -Dl)T resistance with theliikone-RI

stmJn.

In allcrossing experiments,theRrst-instar

lalvacwereraised on normalandinsecticide-

ContaJ'ning medialto select the non･resistant

individuals.Sothesurviving a主esfrom the

insecticide-containin.qmとdiaareconsideredas

tlleresistant.

Fromtheresultsofreciprocalcrossesbetween

theHikone-R strainand thenon-resistantcIZ';

ca;gvEstrain,itjsdemonstrated･thattheBHC-

resistance is .completely dominant and its

iI】herihnCeissubordinatedbythepresenceof

somechronosome(S)(fig.1).

Toascertain therelationofthechromosome

totheI)DT-alldlm C-resistance,tlVObackcross

cxperJmcntsusingthemultichromosomalmutant

strainsandtheIIikone-Rstrainweredesigned

asLoliows'(Lig.2):

(1) cn;ca;gvL?×
Fl(Hikor)e-R?×cTZ;Ca;gtJZa)8

(2) cn;bar-3;gvZ? ×

FJ(cn;ba,T3;gvl?×Hikone-R8)8
1lothresultsofthesebackcross占sindicatethat

the点ies hearingsecondchromoso:.hal'mut-ant

phenotypearecompletelyselectedhyinsecticides

(table1arid2)･B‖C-resistanceoftheHikone-R

strain,therefore,associates With thesecond

chromosomeaswellasDDT-resistance.

ThentodeterminethelociofDDT-andl】HC-

resistantgeneson the second chromosome.
follolVingbackcrosslVaSmade:

cnwL?×Fl(Hikone-R?×enwL8)8

Thecrossing-Oyerratesbetweenresistantand

mutantgeneslVereestimatedbycalculatingthe

numbersof surviving adults obtained from

rearing the F211arvaeoftheabovebackcross

on the 819γ/cc 13HC-an'd2000γ/cc DDT-

eorltaining media.Theseresultsar'eshownin

table3.Itisnoticeablethattherearestatistically

nosignificantdiLrerenccbetweenthecrossingl

overratesineachcaseofDDT-andI汀ICICOn-

tainingmad王a(table4and5).

Consequently itisassumedthattheBHC-

resistantgeneissameorpselldoalleleasthe

I)DT-resistant gene', and its ユocus orlthe

chromosome map is I-66土,atleastjnthe

larvalresistanceoftheHikone11ミstTa)'n.･Thus

itmaybetruethatbothDDTand13日Cacton

theinsectshy thesameorsimilarmechanism,
in spiteofthe intrinsic differencein their

cllemicalStructures,andthismaybeoneoftlle

mostfundamentalreasonefor,crossrcsistanccr

toinsecticides.
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5 わが国におし､T.イエバエ と称せられる種類の学名について.殺虫由の生物試験用

昆虫の飼育にかんする諸問題.-(第5胡) 長沢純夫 (京都大学 化学研究所 武居研究g)(′
29.1.25.受理

わが国においてイ羊バエとよばれる種軌 こたいしては,ふるくからMuscadomesEicaLinn'e

の学名があたえられてきたが,最近一部の人々によって M.vicinaMacquartまたは M.

domesLIcavicinaMacquardtが適当<あると提唱まれた｡箪者はtypicalなM.domesLz'ca

と考えられる樋野の模本と, わが国のそれとを比較検討した結果.わが国の項類にたいし

ては後者の学名をもちいる ことが芸当<あるという結論をえた0

I･ 緒 目 た Musca.domesLL'cLZは,今別吐界各地にひろく分布

LinnctlV によってはじめてその記載があたえられ ■し,われわれが普通にイ工,.'ェとよぴならわしてきて
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いる-と'ころの.わが国ならびにその桝抜地方にPTiする

軽頓も,またこれとまったくl■~J-和であると-Liい悶･一

般に考えられてきていた｡しかしながらJkLい5',小 肘1!)

篠田(18)らはJitくからこの概念に耗詔をい1='き,木邦

とその隣接地-JJ-に旅する托切はむし7}AT.tlt'cL-na
Macquardt, または五E和と考えてM.domesEL'ca
vicl'llaM acqu.lrdt*の学名をあたえるべきであるこ

とを虫現し 今日に及んでいるO壬だ者はまえから.イ

エJl'ェを 供託材料 とする粥玖結果の発表には M.

do,〝esLz'CaLinneの学名をそのままもちいてきたが.

nらもこの問題を検討する必要を感じ.光年北栄から

typical,な M･domestz'ca と称せられるものの校本の

送付を耶 し,準者の和する系統とあわせて.相違点

と称せられる朗の部分の測道をおこない.比較考窮を

こころみた｡その結果をここにしろす｡

本文に入るにさきだち.米国の系統を放送せられた

lTerculesPowderCo.の E.N.Woodhury博士,

ならびに軽々の御教示と助言をあたえられた諸先輩各

ftl-.にあつく謝意を表する次餌である｡
1三. 測 定 材 料

雑著がここで測定にもちいたtypicalな M.

doTTleSllca.と考えられる校本は,1951年6月,米国 ●

7)ela､yarc州 Wilmington市所在 の Hercules
PolVderCo.のE.〟.Woodbury博士から送られた

もので,米国においてPeet-Grady淡くtJ検定にもち

いられるための,ChemicalSpecialitiesManufac

turersAssociationの系統である｡同社の研究JJjiで

N･A･I･D.AT.())の裁定による砂田培Zl!によって飼

-ffせられ,羽化筏2ElHに70%のエチルアルコール･

に浸硫せられた控本で,Woodburyf9-士の吉信 (均 に

ち,米国において IIousefly,MuscadomesticLiL.

と称しうる typicalなものであると信ぜられると附

記されている｡本邦産の控本は.当研究室で数年の累

代飼育をへた1系統で.立田粕増益(】7)によってその

*FeldrnanTMuhsam(1) は MzISCa domcsLl'ca

vicinaMacq.にたいす る commonnlmeと して

Levanthouse月y をもちいてい る.

Tablel. RatiooflVidthoffrontto

劫LlUrJ)をCl-･]-Nした.羽化筏 2.linのものをftlT1-料"'J柁

70,%'のLl･}Lアルコールに鎚Ufしたものである｡

ⅠII. 測 定 結 果

ところで今H.わが国をはじめ火主刑こ旅するイエバ

エが.typ).calなそれとことなっているといわ7Lる火

きな矧 Llli.柑こおける桝の中舶 ;いちt}'るしくせ1まい

ことで, 呪'51の結託にもみるように欧洲流のそれは

1/4乃至1/5であるのに たいして, 371'gE燕のものは

お むゝね 1/7乃至 1/9をしめしているということで

ある｡…荘者がオキユテ-.･ミク.,i-クーを装現した
双眼繋微掛 こより,その頑幅と額の帽とを測定し,2

着の比をもとめて集計した結果をしめすと,節1式の

ごとくである｡
ⅠⅤ. 考 ･轟

'約1武の7tflllrtljE結果にみるように,何者とも頑帽と柳

との比が雌と堆とでことなることは,その間の平均姫

の比較校定をおこなってしめすまでもないであろう.

これはさきにもしろしたように(167ひとつの大きな雌

排弟である ｡

ところで,わが国のイ工,(ェが typical-な M.

domesLica ではないとする論調の対象には,今日まで

雌における郷の帽はまったくとりあげられてはいTj:い.,
しかしながら節1-X･をみるとわが国ゐものは 一typieal

な M.damcsLicaと考えられるそれとは変異の帽は

大作.Jsなじであるが,平均防はすこしばかり小さいO

それゆえこのziY壬にはたして推計学的の意茄=があるもの

か行かをここに枚起してみる必要があろう(8)0

まづBl岱Blの分牧が共通であるか否かをたしかめる

ために,TIJ-M-1.fl空-Nl lとして,

.F0-㌔/ve

をもとめ.F表によって検定すると

ヨ29Fo=]･21<Fm (0･05)

となる｡なおここで.u雪.V空はそれぞれのイfするだ!本

分敬不例推定血で,M.N はそれぞれの打qll仰 木数で

ある｡この指先から何処田の分粒は光迅であると考え

てよい .そこで火砲の分故不例粧'B出 が をもとめ.

lVidthofhctldintheI.lP.lnCSe

specimenslandU･S･A･specimensofthecommonhou･?cEly･

speciTnenS I sex ITnudTl'iedruafsf I ･Mean I liange I variance
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F 枚延をおこなえばよい｡す なわち, 分散不偏推定

比は.

が=〃1㌦+neV'三軍(lY-x-)普+≡(Y-ラ)2=0.02671
nl+n2 M+N-2

となる｡方,夕はそれそれの平均伍でなるOつぎにFo

は.

Fo-鷲 鎖 g N)-174･21221

nI-1,n2-M+N-2-568

であるから
I

F0-174･21>F568(0･05)

となるここの肋 ､ら両捺本は同一の正娩母鹿田から

とったものであるという相知仮説はすててよい｡すな

わち,弼者の差には舌鼓があるものと考えられ 両者

は同一母災団の托志捜本であるとはいいきれず,雌に

おける糾測結果からもわが国のイェ,(ェti'typical な

A,Z･dom.e,Ll'caとはことなるものと考えられる｡ ･

同様の放定をまえまえから試論の対象となっている

桃の域fi･についておこなってみよう｡まづ分散系列均

斉性の輸定をおこなうと.
383

Foゴ?-39>F,5,(0･05)

となって.i:1兆団の分散は共通やあるとは考えられな

い ｡それゆえ.

二 ≒ . I:=:-'~::-I

の式をもちいて t炎によって枚延をおこなう必要があ

る｡その結凪 ま

L′-25.828>1(0.05), n-612

となl).弼者の差は患諒のあるもめと考えられ,雌に

おけると同様,ふたつは同こ母袋田の任意校本である

といいきることは不可随である｡

u上推計学的に比較考察した結果からもやはり本邦

におけるイエ,叫 まM.domesLiLaとまったく同二校

であるとは考えることができないようである｡すでに

本邦においても前記呪 ¢JD,小林く11･127.篠田(19)らの

他.武街 的̀ ,池EBの,加納の らが同様な考えのもと

にその校名を記戯し,正接箪者宛の四倍におtごても,

筏田09'は本邦産のイモ '̂ェは M.vl'cimzだけである

とし 小林03)は M.domecsLicavicina とするのが

正 しかろうといわれ また高野(20) も堀の説に賛意を

来しており..加藤く10) は登校を問題にするならば M･

domゐIicav,'cinaとすべきであることをしろしている.

しかしながら一方征永?'lは,これにたいしてまった-

く別の考え方を有L,.T本邦および滋托地区にひろく

分加しているのは,北帝,欧洲のものとは形態学的に

は些少の相違があるが,これは別種ではなく,まった
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く同一柾であり,かつ韮校とするにもあたらない地方

型位の.ものであろう｣とされている｡

一方.米国の N.A.I.D'.M.'D の詳細な現定によ

っておこなわれいる PeeトGrady法にもちいられる

{エ',,'ェは,捺準の公定試醐 j毒支出剤 OTI(official

T'estIrnsecticide,60oC において精製醍!山】00cc

中全ビレト1)ンid:約L_100mg を含和する除山菊エキ

ス)にたいして,30乃至55%の致死率をしめす羽化
∫

後平均4日日の槌全な個体群であることが封求されて

いるが,わが国でおこなわれる ､Peet-GradyAi4快の

結果は,同一迫皮のピレトリン石油液にたいしてほと

んど100,Qiにちかい致死率をしめすことが.松円 く151

によっていわれているOまた小林(12)は ｢私は40句三来.

弧 ことにイ工,.'ェの習性を研究しているが,近iF･まで

私の研究している較矧 エーMuscadoTIEeSlicaであると

考えていたO従来.私は HolVard(栄),Austen(英)

とイェバェの習性ことに越冬の方法につき試諭し,一弘

は突放宝内および野外F.tl架の両方面から十分越冬の-JJl

法を証nJlLたつもt)であったが,この成矧 まM.tJlcina

であって.欧米の M.domesticaとは異るかもしれな

い｣とのべている｡ これはわが国のイエバェを M.･

'vicl'naまたは M.domest''Cavicin,7とすべきである

という考えを誤づける1片の生理 ･重態学的の,i快 と

いわれえよう｡ l
以上の!Jf･共から,わが国に箆するイ工,.'ェは,放CG.I

には MuscadoTlleSIz'caLinneとはまったく閑一組で

はなく,その差異がわづかな部である理山からむしろ

これを国税と考えて M･domes･'Z'cavicillaMacquardt

とする一部光学者の提案にしたがうのが冥当であると

ここに結諭してさしつかえなかろう｡

V.摘 宴 .

われわれが普通にイエ,,'ェとよぴならわしていると

'ころのわが国,およびその隣接地方に産する較街は.

雄における'Blの幅の遊興から typical な MzLSCLZ

domesLl'caLirineとはことなることがづ罪光学者によ

って早くから指摘されていたO笹者は typiclな M.

domesLz'ca と称せられるものの授本とわが国のそれと

の額の帽を測定し,推計学的に検定した総見 堆のみ

Iならず雌においでもまたその間の左に有意性が認めら

れた.以上の結果から一部光学者のいうように,わが

国のイエバェl手たいしては, M･domesLIcaI"'cl''Za

･Macquardtの学名をあた1ぇることが適当であろうと

い う結謝 こ透 した｡
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Recentlycertain Tapalleseentomologistshs

advan'ceanewopln10nthatthecommonhouse8y

ofJapanandherterritoryshouldregardedeither

asasllbSPeCies,MzLSCadomesEicatll.C1'naMacquardt

orasadistictspedes,_MuscavE'cJ'naAlacq.,
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J'nste.1dofregardingit̂ tnlCadomcsLl'cLZ-Linne

forcertaJ'nmorphologicalandecologicalreasons.

ThelVriterobtainedsometypicalspecimensof

MIISCadomeslz'caL fromtheHerculesPowder

Comp.lny,Wilmington,DelalVare, U.S.A.,

WhichisllSedinU.S.A.inel-aluatinginsecticides

bythePeet-Gradymethod;tocomparethemwith

thespecimensofthesoICalled〝commonhouSetly'

inJapan.TheJapanese specimenswerethe

p.rogenyofthedieswhichhavebeenrearedfor

many years in the writer's laboratory by

inbreedi噛 a苧mallnumberofnormalindividnals
thatlVereCapturedatahotsebarn.Therefore

theseindividualsareconsideredtobeapure

strainhaving thesamegeneticalstructureso

thatitmaybcexpected thatthey arequite

homogelleOuSin physiologicalaswellasid

morphologkalchmcters.MorphologicaldiLre-

rencebehvcenthesetwospecimensistheratio

oflVidthoffronttowidth of headinmale
～

individtlalS.Thatis,theratiditiJapanesespel5

cimenslssmallerthan thatof the typical

Americanspecimens.TheecologicaldiLrererkeis

.follndinthehabitofoverwinteridg,lVhichwas

described hy Kohayashi.From theresultsof

lVritcr'sshortin¢estjgationonthismorpholO-

gicaldiLrciencc, the writer cohsiders thati

adoptionofthe nameMusca domesLicavicina

Macquardtasthescientificnameofthecommon

house8yofJapanisappropriate.

An Approach tothesynthesiB1､of.lPyrethricrAcid 〔Prelimi nary report〕Yuzo

h･ouy充,TerumisllIゞ07rAI払,andMinoru OHNO〔TakeiLaboratory.InstituteforChemical

Research,KyotoUniversity〕ReceivedFeb.1,1954.BoLyfL-KagahTl.19,3.-)-37,(10;I)4).

6･第二菊酸 の合成 (予報)環 非上棟三,祐悦nl7己.火野 稔,(東都大学 化学排究折 武原研

究室)29.2.1.受理

除虫菊有効成分は Cinerin I,I.,Pyretllrin I.

).なる4種の ketoester況合物であって,これ らは

cJheroIone,pyrethroloneなる2校のcyclicketo-

.Ttleoholと,約一菊酸.妨二菊便なる2校の terpene

acJ'd との払介せによって柄成された化合物であるこ

とが知られてある｡自然王制t.生成せられる上記の4柿

成成分のうち.約3着は既に合成によっても和られて

※本研究は代人r7･教授の指等たよって行ったものであ

る｡箔研究孜の一郎は文部省助成研究焚及び虎合研

究兜に仰いだ'｡

居り,S.H.Harpcr執まCLnerinI,PyrethTinI

(trans･form)の完全合成に成功 してゐる｡然 るに第

=菊酸及びそのmonO-methylester(Pyrethricacid)

の合成は現在迄成功 して居ず,仰%{iの=累結合に関す

る立体構造 も未だ確定されてゐない｡

従って CinerizlI.Pyretムrin.Ⅱ の完全合成は

Pyrethrin化学の今後に残された最 も詔要なる問定軒6-

ある0

那二菊酸は始め藤谷式が除虫菊抽出物中から分離 し

た結晶性=塩益攻で融点 1640を戻す. Staudinger
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